研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　南寿の里「雲の家」　職　種　介護福祉士　　氏　名　村山亜矢子

	期　　間　　平成２０年１２月5日　～　平成　　年　　月　　日（１日間）

	出張目的　グループホーム協議　会講演会「みんなで考えよう、これからの認知症ケア」　　　　　　　　　　　

	出 張 先　八戸プラザホテル１階

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）

今回の研修は、講師の先生のお話のみで、資料やパワーポイントなどに添った研修ではなく、講師の先生が利用者様から学んだ事、日々の気付きやその気付きの中から得た物など、たくさん体験談をお話ししてくださいました。認知症高齢者の方に対する本当の“介護”とは、身体的な介護ではなく、心を提供する“介護”という事を、４時間の公演時間の中で学ぶことが出来ました。現代は、身体介護に機械（入浴時のリフトや臥床時の体位交換など）を使用する施設も少なくないそうです。しかし、心を満たしてくれる機械はどこにもなく、心を使った“介護”は人間でなけれは出来ない事なのです。

　介護の世界では、身体介護に対する講習やハンドブックはありますが、心に寄り添うケアに対する講習やハンドブックはありません。でも、“心”の介護は勉強して知り得る事ではありません。人それぞれ違う“心”を持ち、その方に合わせた“心”を提供する必要があります。今後は、心のケアを充実させるよう、人材育成に努めたいと考えております。

講演：みんなで考えよう、これからの認知症ケア　　　　　　　　　　　講師：和田行男氏　　　　　　　　　　　　　　

〇認知症ってなに？

　◎会場の考え

· 物忘れが激しくなった状態

　　　　　和田氏→私も物忘れしますが、私も認知症ですか？

· 水分が身体に足りなくなった状態　

　和田氏→面白い答えですが、脱水の人は皆、認知症ですか？

· 自分のしたいことが自分で出来なくなった状態。

　　　　　和田氏→宙返りしたいけど出来ない人…この人も認知症ですか？

　◎和田氏の回答

　　　認知症→原因疾患を持っている

　　　　　　　　　　・脳の変性疾患

　　　　　　　・脳が器質的に変わってくること

知的な能力が衰退していく。

→それによって生活に障害が出てくる（出来ていたことが出来なくなる事）。

∴認知症＝脳が原因疾患をもち、器質的な変化を起こし、知的能力が衰退し、日常生活に障害を起こした状態

· 「重度認知症」や「中等度認知症」という言葉は人を差別する言い方にも値する為、「長谷川式スケール中での“重度（中等度）認知症”」という言い方の方が適切である。

〇“なぜ？”を忘れない

　◎①弄便をする人

　　②夜間、戸を異常なまでに叩く人

　　

　　これらの行動に対し「なぜ、このような行動になったのか」を考えてください。

　　①弄便をする人の“なぜ？”

便をして気持ちが悪かった

　→自分ならどうして欲しい？

　　・早く替えて欲しい

　→なかなか替えに来てくれなかったら？

　　・自分で替えに行く

　→足（手）が悪くて自分で替えられなかったら？

　　・がまんする

　→がまんできなかったら？

　　・…。

　→この時に私たちが言う“弄便”という行為になります。

②夜間、戸を異常なまでに叩く人の“なぜ？”

　暗くて怖かった

　→自分ならどうして欲しい？

　　・誰か来て欲しい

　→それでも来てくれなかったら？

　　・電気を付ける

　→電気のコンセントを探せなかったら？

　　・這いつくばって探す

　→それでも見つけられなかったら？

　　・大声で助けを呼ぶ

　→それでも誰も来なかったら？

　　・戸を叩く

　→あなたも同じ行動をしますね？“異常行動”ではなく、意味があるのです。

· “なぜ？”を考え、過程を探ってみる。その中に何か答えがあるはず。過程の中の欠けている所を支援すれば、穴は埋められる。

→支援するという事は一人（一施設）でやることではない。必要があれば専門職（専門機関）に連れて行く。

→小さな変化を見つけることによって、大きな変化につなげないようにする。

　〇認知症と生活障害について

　　　◎“帰宅願望”とは欲求なのか？

　　　　帰るという行為＝（イコール）行動障害ではない

　　　　→あなたはどうして家に帰るのですか？

　　・自分の家だから

　→どうして自分の家に帰るのですか？

　・自分の布団があるから

→では、あなたの布団がここにあったら、ここで寝ますか？

　・寝ません。

→どうしてここでは寝られないのですか？

　・家じゃないから

→私とここでご飯食べてから泊まって行きませんか？

　・家に帰ります

今ここで「家に帰る」と言ったあなたの言動は“帰宅欲求・帰宅願望”でしょうか？

人間は、意味や目的が重い方へ行動をする。

例1）研修に来る途中で友人に会いお茶に誘われた

　　研修と友人とのお茶を不等式で表すと

　　　研修　＞　友人とお茶　　　　　　　となる為、研修の方へ足が向く

　　

例2）研修に来る途中で｢親が倒れた｣という連絡があった

　　研修と親の病気を不等式で表すと

　　　研修　＜　親の病気　　　　　　　　となる為、親が入院した病院へ足が向く

∴人は意味や目的が重い方へ行動をする。

→「帰りたい」と訴える利用者さんは「ここが自分の居場所じゃない」という認識をしているから「帰る」という行動に出る。施設に対して満足していない証拠である。

グループホームとは、その人の生活の場になっていなくてはならない。

〇行動と行為の分解について

　◎お茶を飲みたくなった時、お茶を湯飲みに入れ、口に含むまでの工程を書いてください。

1、 やかんを準備する

2、 水道を探す

3、 やかんを水道の下に置く

4、 水道をひねって水を出す

5、 やかんに水が一杯になったら蛇口をひねり水を止める

6、 やかんに蓋をする

7、 コンロの上にやかんを乗せる

8、 コンロのつまみをひねり火を付ける

9、 お湯が沸くのを待つ

10、湯が沸いたらコンロのつまみを戻し火を消す

11、急須・茶葉・湯飲み茶碗を準備する

12、茶筒の蓋を開ける

13、急須の蓋を開け、茶葉を入れる

14、やかんの湯を急須に入れる

15、一杯になったらやかんをコンロに戻す（火はつけない）

16、急須の蓋を閉める

17、急須の太い部分を持ち、急須の蓋を押さえながら湯飲み茶碗に茶を注ぐ

18、湯飲み茶碗に８割ほど入ったらやめる

19、急須を置く

20、湯飲み茶碗を両手で持つ

21、湯飲み茶碗を口元に持っていく

22、お茶を飲む

　お茶を飲むと言う行動は、これ以上に細かくしようとするともっとたくさんの工程になる。

　認知症は、個の工程のどこかが欠落しているがために、その後の行動が出来なくなっている為、全てが出来ないと思われてしまうが、出来ない部分のみを支援することで出来る事は増えていく。

手順と使用する物の使い方を知ることが大切
〇まとめ

・何か困ったことが起こった時には行動とその心を分解してみる。そして、“ＯＫ”と“ＮＯ”に分け、“ＮＯ”の部分の対処法だけを考える。

· 認知症になった事は残念なことだけど、不幸なことではない。

· 箱の中（施設）に入り、時間になったら食べ物が出て、曜日が来たら風呂に入り、着ていた物を洗濯される…という決まった生活ではなく、自分で考え、意思を持って行動出来る様な支援をしていく。
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